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１、クローゼットの主役はパイプハンガー、他は収納のスキマに ３、ネクタイを丸めて保管するのはダメ収納方法

収納で困るものと言えば衣類。クローゼットを作るリフォームは 意外と困るのが、ネクタイの収納方法です。ハンガーに掛けておいたら、いつの間にか

いつも大人気です。でもその計画をみてみると、それでは すべって床に落ちていた。あちこちのハンガーに分散して掛けているから選びにくい

あとで困ることになるだろうプランも多いものです。 なんてこともあります。何より吊るし放しにしておくのは、型崩れを起こす可能性がある
ダメ収納です。

クローゼットの主役はたいていパイプハンガーです。しかしクローゼットに

収納するものは衣類だけではありません。 もうひとつ意外なダメ収納が、小さく丸めたまま長期間保存しておくことです。

結局それ以外は、頭の上の枕棚か、足元の狭い部分に押し込む。 これも型崩れや芯ズレを起こす可能性があります。
これがダメ収納の発端になっています。

理想は平置きです。薄い引き出しが１つあれば、美しさを保ったまま収納できて選びやすく

なります。丸めて保管する場合は、できるだけふわっとさせておくことがポイントです。

２、バッグを重ねる、引っ掛けるのはダメ収納方法 平置きは場所を取るので、なかなか難しいかもしれませんが、お気に入りのネクタイだけでも、平置きに収納しておくのがお勧めです。

まず問題になるのはバッグの収納方法です。バッグはかさばる上に ４、衣類を針金ハンガーで引っ掛けるのはダメ収納方法
サイズもバラバラ。仕方なく頭の上や足元の棚に積み上げてあったり
持ち手をフックに引っ掛けてぶら下げてあったり。 さて最後のダメ収納。クリーニング店から戻ってきた衣類は針金ハンガーに掛かっています。
この積み上げ＆引っ掛けが、１つ目のダメ収納です。 これがまた便利で、そのままクローゼットに・・・・・・これが問題です。

バッグは積み重ねることで型崩れを起こします。持ち手をフックに 針金ハンガーのまま収納していることは、わかってはいるけれど掛けかえる手間が面倒

引っ掛けるのも、型崩れを呼ぶだけでなく、持ち手が傷む原因に というだけでなく、細くて場所を取らないので、狭いクローゼットに押し込みやすい

なります。 という意見もあります。

バッグは型崩れしたら価値を失います。ブランド物の中古品売買でも 針金ハンガーでの収納の弊害は、型崩れを起こすのはもちろん、ギュウギュウに詰め込む

型崩れしたものは、値段が大きく下がります。 ことで、衣類がしわになったり、選びにくくなったりすることです。

クローゼットのリフォーム計画には、衣類以外の物の収納方法にも また防虫剤は空気の流れに乗って拡散するので、スキマなく詰め込まれたクローゼットは

心を配る必要があります。 虫が湧きやすくなります。

バッグのお勧めの収納スタイルは本棚スタイルです。クローゼットの中に ５、リフォームの際には小物たちの居場所を作る計画を立てる
幅４５ｃｍほど棚を作り、そこに本のように並べていきます。
ブックエンドで仕切れば倒れることもなく、選びやすくなります。 クローゼット作りでは、たくさんの衣類を掛けることばかりに注目が集まりがちなので、バッグやネクタイなどが追いやられて

手軽にカラーボックスを利用するのもよいでしょう。 しまうことが多いのです。

ちなみに中に入っている新聞紙を丸めたアンコは、そのままにしておく

のが、型崩れを防ぐコツだそうです。積み重ねられて、下のほうに埋もれた でも衣類を引き立てるのはこれらの小物たち。

バッグを発掘したらカビが生えていたなんてことが無いように リフォームの際には、余裕のある収納計画を
今日からダメ収納を見直しましょう。 立てつつ、小物たちの居場所を確保しておきましょう。

また、ホコリにも要注意です。オープンのままですとホコリがかぶって 又、収納については家族構成も必要不可欠な要素
しまいますので、扉をつけるか布などで蓋をするのもよいでしょう。 ですので、そのところも大事にしたいです。

　*毎月皆様の暮らしのお役立ち情報をお届けしています。
　何かお気付きの事や知りたい事などございましたらいつでもご遠慮なく
　お申し付け下さい。
　皆様のご意見ご感想を元にお役に立てれば幸いです。

今月はクローゼットの収納方法についてお届けします。

 ダメ収納とは物を型崩れさせたり、傷ませたりしてしまう片付け方のこと。今回のリフォームでは、多くの家でよく見かける
事例を紹介します。皆さんもクローゼットの中を一度チェックしてみて下さい。


